
【問 25(医療福祉従事者対象)担当している患者 (入所者)が、遷延性意識障害で治
る見込みがないと診断された場合の延命医療について】

すべての医療福祉従事者において延命医療に対 して消極的な回答 (「 どちらかとい

うと中止するべきである」、「中止するべきである」)を した者の割合が多かった。ま
た看護・介護職員において、「わからない」と回答した者も一定数見られた (図 59)。

また、年代別では、一定の傾向は見られなかつた (図 60)。
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70 528 211 190

漑
ぐ

20-39備菱

40-59病長

60歳 以上

0% 20% 40% 600/。 80% 100%

口延命医療であつても続けられるべきである

日どちらかというと延命医療は中止されたほうがよい

口延命医療は中止されるべきである

口わからない

20～ 39歳

40～ 59備義

60歳 以上

20-39方髭

40´V59方義

60歳 以上

図 60
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【間26(医療福祉従事者対象)担 当している患者 (入所者)が、遷延性意識障害で
治る見込みがないと診断された場合、具体的にどのような時期に中止するか (間 25
で「どちらかとしヽうと延命医療は中止すべきである」「延命医療は中止すべきである」
と回答した者を対象)】

すべての医療福祉従事者において「意識不明の状態から回復しないと診断されたと

き」よりも、「生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき」と回

答した者の割合の方が多かった (図 61)。

また、年代別では一定の傾向は見られなかった (図 62)。

医師 04

看護 04

介護 06

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口意識不明の状態から回復しないと診断されたとき

口生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき

□わからない

口無回答

408 573

267 701 2.9

308 641 45

図 61
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【間 27 (医療福祉従事者対象)担当している患者 (入所者)が、遷延性意識障害で
治る見込みがないと診断された場合、具体的にどのような治療を中止することが考え

られるか (問 25で「どちらかというと延命医療は中止すべきである」「延命医療は中
止すべきである」と回答した者を対象 )】

すべての医療福祉従事者において「人工呼吸等、生命の維持のために特別に用いら

れる治療まで中止」と回答 した者の割合が多かつた (図 63)。

また、年代別では一定の傾向は見られなかつた (図 64)。

医師

看護

介護

0% 20% 40% 60070 8000 100%

国人工呼吸等、生命の維持のために特男1に用いられる治療まで中止

田胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止

口点滴等の水分補給など、一切の治療を中止してほしい

口わからない

□無回答

545 281 87 30 57

■,■

■
`●

606 246 68 413.G

497 299 93   66 4.5

E] 63
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(6)脳血管障害や認知症等によつて全身状態が悪化した患者に対する医療のあり方
【間 28 自分が高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常生活が困難となり、
さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合の延命医療について】

一般国民及び医療福祉従事者ともに、延命医療に対して消極的な回答 (「どちらかと
いうと望まない」、「望まない」)を した者の割合が多かった (図 65)。
また、延命医療について家族と話し合いをしている者の方が、話し合いをしていな
い者よりも延命医療に消極的な回答をした者の割合が多かった (図 66)。 年代別では、
一定の傾向は見られなかった (図 67)。

口延命医療を望む

口どちらかというと延命医療は望まない

口延命医療は望まない

口わからない

口無回答

図
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□延命医療を望む
日どちらかというと延命医療は望まない
日延命医療は望まない
口わからない

55      379

話合あり

話合なし

話合あり

話合なし

43      419

巨]66

62       33.8 1 499 101

0%            20%            40%            6000            80%           100%

口延命医療を望む
国どちらかというと延命医療は望まない
日延命医療は望まない
ロ

20-39備読

40´‐59方義

60歳 以上

31       320

2.5       365

36      393

E] 67
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【問 29 自分が高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常生活が困難となり、
さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合、具体的にどのような

時期に延命医療の中止を望むか (問 28で「延命医療をどちらかというと望まない」「延

命医療は望まない」と回答した者を対象)】

一般国民及び医療福祉従事者ともに「生命の助かる見込みがなく、死期が迫ってい

ると診断されたとき」より「意識不明の状態から回復しないと診断されたとき」と回

答した者の割合が多かつた (図 68)。

また、延命医療について家族と話し合`いをしている者の方が、話し合いをしていな
い者よりも「意識不明の状態から回復しないと診断されたとき」と回答した者の割合

が多かつた (図 69)。 年代別では、一定の傾向は見られなかつた (図 70)。

一般 04

医師 05

看護 03

介護 03

0% げ
Ю
０Ｏ
ι 40% 60% 80% 100%

口意識不明の状態から回復しないと診断されたとき

日生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき

日ゎからない

口無回答

603 372 2_1

′
” 341 0〔

350 0〔

607 374

図 68
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【間 30 自分が高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常生活が困難となり、
さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合、具体的にどのような
治療を中止することを望むか (間 28で 「延命医療をどちらかというと望まない」「延

命医療は望まない」と回答した者を対象)】

一般国民及び医療福祉従事者ともに「人工呼吸等、生命の維持のために特別に用い

られる治療まで中止」と回答した者の割合が最も多かつた (図 71)。

また、延命医療について家族との話し合いの有無では、一定の傾向は見られなかつ

た (図 72)6年代別では、年代が上がるにつれて、「人工呼吸等、生命の維持のため
に特別に用いられる治療まで中止」と回答した者の割合が増加する傾向が見られた (図
73)。

一般

医師

看護

介護

□人工呼吸等、生命の維持のために特別に用いられる治療まで中止

口胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止

口点滴等の水分補給など、一切の治療を中止してほしい

口わからない

口無回答

400 142 132 149
●
●

手

モ

・
●

〓
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，

一̈
■

■ヽ

〓

，
一
　
サ

■

407 21.4 18   82

440 254 207 16   8〔

42.0 29.7 160 44   80

図 71
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図 72

418          1      18.8    1       225

0%             20%            400/0            60%            800/0            100%

国人工呼吸等、生命の維持のために特別に用いられる治療まで中止

口胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止

口点滴等の水分補給など、二切の治療を中止してほしい

回ゎからない

20-39方義

40´V59高義

20´V39方嚢

40～ 59清贅

60歳 以上

20´‐39清攪

40-59備読

60歳 以上

20´V39方義

40´V59方裁

60歳 以上

図 73
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【問 31 自分の家族が高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常生活が困難と
なり、さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合の延命医療につ

いて】

一般国民及び医療福祉従事者ともに、延命医療に対して消極的な回答 (「どちらかと

いうと望まない」、「望まない」)を した者の割合が多かった (図 74)。
また、延命医療について家族と話し合いをしている者の方が、話し合いをしていな

い者よりも、延命医療に消極的な回答をした者の割合が多かつた (図 75)。 年代別で
は、―定の傾向は見られなかった (図 76)。

□延命医療を望む

日どちらかというと延命医療は望まない

口延命医療は望まない

口わからない

口無回答

図 74
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20%            40%            60%            80%            100%

口延命医療を望む
口どちらかというと延命医療は望まない

口延命医療は望まない

口わからない

話合あり

話合なし

話合あり

話合なし

図 75

181 23.7

0% 20%            40%            60%            80%            100%

□延命医療を望む
口どちらかというと延命医療は望まない
日延命医療は望まない
回 ヽ

20～ 39歳

40-59備義

60歳 以上

20～ 39歳

40-59備義

図 76
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